




Chemistry of Phenanthrene 
Synthesis of Phenanthrene Derivaties 
Takuya HORI Goro YASUDA 
一連のフェナントレン誘導体 (C14HuBr，C14HgCN， C14HgCOCHa， C14HoC (CH3) NOH， C14Hg 







































金属マグネシウム 4.3SiJ (O.lSmol) ，ヨウ化メチル
25.92 iJ (0.18mol)エーテル45J1t よりなるグリニヤー































































8) 9ー フェナント口酸塩化物 (IX)判



























フェナン卜レン17.89 (O.lmo)を氷酢酸 15071t 1乙溶
かし， 50-600!己保つ， そこえ三酸化クロム359(0.35 









10) フェナントレンキノンジオキシム (XII)札 O
フェナントレンキノン 109 (0. 048mol) .塩酸ヒド
ロキシルアミン 22.59 (0. 324mol) ・炭酸ノてリウム24
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